
「アイテム」の
お問い合わせ・
お申込について

企   画 発行・販売http://www.next-edu.or.jp
お問い合せは、上記までご連絡ください。「アイテム」のお申し込みにつきましては、多くの子どもたちに廉価で提供したいと考え、
学校直販という形態をとらせて頂いております。直接FAXもしくは、お電話にて承ります。ご理解頂きますようお願い申し上げます。

本機構HPでは、「よりよい教育環境を子どもたちに！」をテーマに、学校、授業への提言、
提案を発信しております。「アイテム」のご審査用見本は、こちらからでもご請求できます。

「わかる喜び」「考える楽しさ」を育む 　は、
教育現場から
生まれた教材です。

　「アイテム」算数は、「先生にとっても、子どもたちに
とっても使いやすい問題集を作ろう！」をコンセプト
に、筑波大学附属小学校・算数研究部の先生方の
アイデアを結集させて作られました。取り組み方や
進め方が分かりやすく、達成感が得られる問題集です。

●1年（A4判 120頁） ●2～4年（A4判 132頁） ●5年（A4判 128頁）
●6年（A4判 136頁）　学校納入価格　各990円（税込）

筑波大学附属小学校・算数研究部／著
「アイテム」算数 1～6年 対応

ご審査用見本をご請求ください！

学力向上に
つなげる
7つの
ポイント

各単元を4つの
ステップで構成

Point
1

授業で使える
ページも満載

Point
3

スパイラルに活用
できる計算ドリル

Point
2

基礎・基本から活用、探究まで対応。
児童一人、ひとりの習熟状況に併せ
て活用できます。※導入には、単元の
解説を。振り返り学習にも活用できます。

2年から6年までの単元学習
の下に「計算ドリル」（各学
年、800～900題）のコーナー
を設けました。

「授業でわかる！」、「スペシャ
ルアイテム」に加え「もっと
見方・考え方を広げよう」の
ページを追加。

アイテムプラス
（アイテム連動プリント）

Point
7

採択校への支援ツールとし
て、本機構HP から各単元の
プリントが使えるようにして
います。

解答と解説Point
6

1年、2年では、丸つけが
しやすいように縮刷版で
対応。3年～ 6年では、解
説を充実させました。

領域別で見通し
を持たせる

Point
4

教科書では、ばらばらと
なった単元を、系統性を考
慮して、領域ごとにまとめ
て構成しました。

評価テストも
充実

Point
5

ペーパーテストの代用にも
なるように「チェックテスト」
「学年のまとめ」をご用意。3
～6年は「活用問題」も掲載。

FAXTEL 03-3304-5314 03-3304-5010

計算ドリルノートのつくり方

アイテム3年より

本機構ホームページでは、採択校様に向けて充実したツールを
ご用意しております。

基本事項のプリント

応用事項のプリント

アイテムの「導入～たしかなものにしよう」の範囲から作成。
アイテムからの抜粋、類似問題1ページ。追加問題1ページをご用意しています。

アイテムの「見方・考え方をひろげよう」の範囲から作成。
アイテムからの抜粋、類似問題1ページ。追加問題1ページをご用意しています。

広く、深い学びを！
1年～6年に対応

A

B

「アイテムプラス」
アイテムの内容に合わせ、単元ごとに基礎・基本問題2ページ／
応用問題2ページ、合計4ページのプリントをご用意しています。
書き込み用プリント、補充・宿題用プリントとしてご活用ください。
また、単元学習後の確認・定着テストとしてご活用いただくことも
可能です（1ページ50点満点となっています）。　

でより

ノート指導に役立つ新コーナーをつくりました。計算式をノートに
書く時のポイントを2.3.4年生の巻頭にまとめています。

ページ下の計算ドリル部分
にも、それぞれの学年で新
しい計算式が登場する場面
にノートのポイント（書き方
の注意事項）を入れました。

本
気
で
考
え
抜
く
場
面
を
授
業
に
も

下級生に考え方を教える場面では、
指を使って数を示すなど伝え方も工夫している。

活
用
す
る
力
を
育
て
る
授
業
づ
く
り

良
問
が
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
刺
激

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次
世
代
教
育
推
進
機
構
と
、筑
波
大
学
附
属
小
学
校
・
算
数
研
究
部
が

開
発
し
た
教
材「
ア
イ
テ
ム
算
数
」は
、質
の
高
い
問
題
に
加
え
、習
得
・
活
用
・
探
究
と

段
階
的
に
学
べ
る
単
元
構
成
で
、「
見
方
・
考
え
方
」や
思
考
力
、活
用
力
を
幅
広
く
育
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の
な
か

で
、教
材
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
各
校
を
取
材
し
た
。

授
業
改
善
で
主
体
性
と
協
働
を
育
成

発
展
的
学
習
に「
ア
イ
テ
ム
」を
活
用

教えることが自らの学び直しに

島
根
県
・
松
江
市
立
来
待
小
学
校

岐
阜
県
・
可
児
市
立
旭
小
学
校

B
問
題
へ
の
対
応
力
を「
ア
イ
テ
ム
」で

新潟県・上越市立大手町小学校

子
ど
も
の
変
容
が

教
員
の
自
信
に
も

前の学年で学んだ数式や考え方などを掲示し、
子どもがいつでも確認できる環境を整えている。

　
松
江
市
立
来
待
小
学
校

で
は
昨
年
度
か
ら
、新
学
習

指
導
要
領
に
対
応
し
た「
社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

を
核
と
し
た
学
校
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
お
り
、特
に

「
主
体
性
」と「
協
働
」を〝
未

来
を
拓
く
力
〞
と
位
置
付

け
、教
育
活
動
全
体
を
通
じ

た
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　
主
体
性
と
協
働
を
育
む

新
た
な
授
業
づ
く
り
は
、ま

ず
算
数
科
か
ら
導
入
す
る

こ
と
と
し
、学
習
内
容
と
学

習
方
法
の
あ
り
方
を
検
討
。

内
容
・
方
法
の
両
面
を
支
援

で
き
る
教
材
と
し
て「
ア
イ

テ
ム
」に
注
目
し
、昨
年
度

か
ら
全
学
年
で
採
用
し
て

い
る
。

　
岸
本
康
宏
校
長
は
前
任

校
で
も「
ア
イ
テ
ム
」の
使
用

経
験
が
あ
り
、教
材
の
質
の

高
さ
や
、授
業
改
善
と
子
ど

も
の
学
力
に
与
え
る
効
果
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。主

体
性
と
協
働
の
育
成
を
目
指

す
現
任
校
に
も
有
効
と
考

え
、教
職
員
に
提
案
し
た
と

い
う
。

　
現
在
の「
ア
イ
テ
ム
」の
活

用
場
面
は
、自
主
学
習
と
授

業（
発
展
的
学
習
）の
二
つ
。

　
自
主
学
習
は
、学
校
が
配

布
す
る「
進
度
表
」を
確
認

し
な
が
ら
、授
業
が
早
く
終

わ
っ
た
空
き
時
間
や
放
課

後
学
習
、家
庭
学
習
で
各
自

が
取
り
組
む
。

　
進
度
表
は
、学
習
が
終
わ

っ
た
ペ
ー
ジ
を「
習
得
・
活

用
・
探
究
」の
ス
テ
ッ
プ
ご
と

に
色
分
け
し
て
塗
る
こ
と

で
進
捗
状
況
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
も
と
に
各
担
任
が

適
宜
指
導
や
助
言
も
行
う
。

　
ま
た
自
主
学
習
の
意
欲

付
け
と
し
て
、「
ア
イ
テ
ム
」

を
一
冊
全
て
解
き
終
え
た

子
ど
も
に
は「
修
了
証
」、取

り
組
み
方
が
優
れ
て
い
る

子
ど
も
に
は「
努
力
賞
」の

賞
状
を
手
渡
し
て
い
る
。

　
修
了
証
を
も
ら
う
子
ど

も
は
全
校
で
６
割
程
度
。

「
残
り
の
子
ど
も
は
全
問
を

解
き
終
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
す
が
、一
人
一
人

が
今
の
力
を
伸
ば
し
て
く

れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
保

護
者
に
も
理
解
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」と
岸
本
校

長
。前
学
年
の「
ア
イ
テ
ム
」

を
子
ど
も
に
見
せ
た
と
こ

ろ
、解
け
な
か
っ
た
問
題
が

解
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
と
話
す
保
護
者
も
い
る

と
い
う
。

　
授
業
で
の
活
用
と
し
て

は
、「
ア
イ
テ
ム
」の
問
題
を

ク
ラ
ス
全
員
で
話
し
合
い

な
が
ら
解
く
発
展
的
な
学

習
を
、４
年
生
以
上
の
学
年

で
年
数
回
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
学
習
は
、校
内
研
究

を
経
て
作
成
し
た
授
業
プ

ラ
ン
「＜

協
働
に
よ
る
主
体

的
で
対
話
的
な
深
い
学
び

を
め
ざ
し
て＞

算
数
科
の

１
時
間
の
流
れ（
４
年
生
か

ら
の
文
章
問
題
・
図
形
等
の

活
用
問
題
に
お
い
て
）」に

沿
っ
て
行
う
。

　「
１
時
間
の
流
れ
」は
、①

導
入
、②
個
人
思
考
、③
グ

ル
ー
プ
内
で
の
学
び
合
い
、

④
他
グ
ル
ー
プ
と
の
学
び

合
い
、
⑤
学
び
の
振
り
返

り
、⑥
ま
と
め
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。教
員
は
課
題
提
示

や
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
の
提

供
、グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交

換
を
支
援
す
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
主
体
の
協
働
的
な

学
習
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト

す
る
。

　
岸
本
校
長
は
、算
数
の
基

本
的
な
力
を
習
得
し
て「
わ

か
る
・
で
き
る
」を
体
験
す

る
こ
と
も
大
切
だ
が
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」は
難
し
い

課
題
に
挑
戦
す
る
過
程
で

伸
ば
し
て
い
く
も
の
だ
と

語
る
。

　「
そ
の
た
め
に
は
、質
の

高
い
問
題
を
仲
間
と
一
緒

に
考
え
抜
く
よ
う
な
学
習

活
動
が
必
要
。『
ア
イ
テ
ム
』

の
探
究
の
よ
う
な
難
問
は

教
科
書
に
は
な
い
の
で
、子

ど
も
た
ち
も
本
気
に
な
れ

る
の
で
す
」

　
取
り
組
む
問
題
は
学
級

担
任
が
ク
ラ
ス
の
実
態
に
合

わ
せ
て「
ア
イ
テ
ム
」か
ら

選
ぶ
。子
ど
も
た
ち
は
個
人

や
グ
ル
ー
プ
で
思
考
を
重
ね

て
解
い
て
い
く
が
、全
員
が

解
答
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
た
め
、
授
業
で
は
特
に

「
学
び
の
振
り
返
り
」の
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
て
い
る
。

　「
こ
の
授
業
の
ゴ
ー
ル
は

問
題
を
解
け
る
こ
と
で
は

な
く
、思
考
の
流
れ
を
振
り

返
る
こ
と
。ど
こ
に
気
づ
い

た
か
ら
問
題
を
解
決
で
き

た
の
か
、何
が
足
り
な
い
か

ら
解
け
な
か
っ
た
か
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　「
ア
イ
テ
ム
」を
使
っ
た

自
主
学
習
や
主
体
的
・
協
働

的
な
学
び
は
、子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。同
校
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
成
績
は
こ
の
２

年
で
大
き
く
ア
ッ
プ
し
、全

国
ト
ッ
プ
県
の
平
均
と
同

等
に
ま
で
な
っ
た
。

　
全
て
の
教
員
が
協
働
型

の
授
業
を
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

今
年
度
か
ら
は「
１
時
間
の

流
れ
」を
国
語
科
に
も
取
り

入
れ
、実
践
研
究
を
行
っ
て

い
る
。「
主
体
性
と
協
働
と

い
う
視
点
は
、他
教
科
や
特

別
活
動
に
も
広
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。経
営
的
な
視

点
で
の
教
材
導
入
と
効
果
的

な
活
用
は
、学
校
全
体
の
教

育
改
善
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
の
よ
う
に
主
体
性

や
協
働
を
研
究
テ
ー
マ
に

し
て
い
る
学
校
は
数
多
く

あ
る
。岸
本
校
長
は
、「『
ア

イ
テ
ム
』を
使
っ
た
協
働
型

の
授
業
プ
ラ
ン
は
、そ
う
し

た
学
校
に
と
っ
て
有
効
。若

い
先
生
に
も
取
り
入
れ
や

す
い
内
容
な
の
で
、ぜ
ひ
本

校
の
実
践
を
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
」と
話
し
て

い
る
。

　
可
児
市
立
旭
小
学
校
で

は
、今
年
度
か
ら
３
年
生
以

上
で「
ア
イ
テ
ム
」を
採
用

し
、授
業
や
家
庭
学
習
で
の

活
用
を
始
め
て
い
る
。

　
井
戸
勇
治
校
長
は
、前
任

校
で
学
力
テ
ス
ト
Ｂ
問
題

へ
の
対
応
を
検
討
し
て
い

た
際
、同
様
の
課
題
を
持
つ

別
の
学
校
が「
ア
イ
テ
ム
」

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、導
入
し
た
経
験

が
あ
る
。

　
旭
小
で
の
学
力
向
上
に

も
役
立
つ
と
考
え
た
校
長

は
、子
ど
も
た
ち
の
現
状
や

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
学

力
に
つ
い
て
、Ｂ
問
題
の
実

例
も
示
し
な
が
ら
、学
校
便

り
や
教
員
向
け
資
料
な
ど

で
情
報
を
発
信
。「
活
用
す

る
力
」を
つ
け
る
必
要
感
を

高
め
た
上
で
、教
材
選
定
委

員
会
に
諮
っ
て
採
用
を
決

め
た
と
い
う
。

　
導
入
初
年
度
は
、従
来
の

ド
リ
ル
教
材
の
よ
う
に
全

部
解
く
必
要
は
な
い
こ
と

を
共
通
理
解
し
た
上
で
、各

教
員
の
裁
量
で
幅
広
い
シ

ー
ン
で
の
活
用
を
促
し
て

い
る
。

　
こ
の
日
の
３
年
生
の
授

業
で
は
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で

小
数
点
を
学
習
し
た
あ
と
、

教
科
書
の
練
習
問
題
で
定

着
を
図
り
、早
く
終
え
た
子

ど
も
は「
ア
イ
テ
ム
」の
類

題
に
取
り
組
む
よ
う
指
示

す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

　「『
ア
イ
テ
ム
』を
取
り
入

れ
た
こ
と
で
、教
科
書
だ
け

で
は
手
持
ち
無
沙
汰
に
な
り

が
ち
な
子
ど
も
も
、学
ん
だ

こ
と
を
活
用
す
る
学
習
が
し

っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」と
指
導
し
た
青
木

由
利
絵
教
諭（
研
究
主
任
）。

　
解
き
方
を
教
え
あ
っ
た

り
、自
分
で
問
題
を
つ
く
っ

た
り
す
る
な
ど
、従
来
の
計

算
ド
リ
ル
で
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
自
主
学
習
の
様
子

も
あ
る
。「
数
学
的
な
見
方
・

考
え
方
を
養
う
『
ア
イ
テ

ム
』の
問
題
に
触
れ
た
こ
と

で
、こ
う
し
た
意
欲
が
刺
激

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。今

後
は
Ｂ
問
題
へ
の
対
応
も

意
識
し
て
、思
考
力
が
問
わ

れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
問
題
に

挑
戦
す
る
機
会
も
つ
く
っ

て
み
た
い
」と
話
す
。

　
こ
の
ほ
か
、４
年
生
の
習

熟
度
別
ク
ラ
ス
で
は
、前
日

に
教
科
書
で
学
ん
だ
内
容

の
定
着
を
図
る
た
め「
ア
イ

テ
ム
」の
例
題
で
改
め
て
学

習
を
行
っ
て
い
た
。ま
た
６

年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、教
科

書
の
例
題
に
続
い
て
自
主

的
に「
ア
イ
テ
ム
」に
取
り

組
む
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
研
究
主
任
の
高
木
榮
司

教
諭
は
、「
休
業
期
間
中
に

家
庭
学
習
で
の
活
用
を
呼

び
掛
け
た
こ
と
も
あ
り
、子

ど
も
た
ち
の
ほ
う
が
早
く

教
材
に
馴
染
ん
で
い
る
様

子
。
授
業
で
も
率
先
し
て

『
ア
イ
テ
ム
』を
開
き
、教
科

書
と
の
関
連
を
確
認
す
る

姿
勢
を
育
て
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。

　
教
科
書
と

教
材
を
リ
ン

ク
さ
せ
る
視

点
は
、
教
員

側
に
も
有
効

だ
。「
ア
イ
テ

ム
」
は
各
単

元
が
導
入
・

習
得
・
活
用
・

探
究
の
４
ス

テ
ッ
プ
で
構

成
さ
れ
て
い

る
た
め
、例
題
と
し
て
授
業

に
も
取
り
入
れ
や
す
い
。

「
教
材
準
備
の
手
間
を
軽
減

し
つ
つ
、授
業
改
善
に
つ
な

が
る
効
果
も
期
待
で
き
る
」

（
高
木
教
諭
）と
い
う
。

　
新
教
材
を
採
用
し
た
今

年
度
、同
校
の
高
学
年
で
は

２
学
期
の
校
内
テ
ス
ト
の

平
均
点
が
上
昇
し
た
。「『
ア

イ
テ
ム
』が
難
し
い
問
題
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
る
、一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
て
い

た
ら
う
れ
し
い
」と
井
戸
校

長
。今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、「
子
ど
も
た
ち
の
力
が

つ
く
こ
と
は
先
生
方
に
も

自
信
に
な
り
ま
す
。主
体
的

に
楽
し
ん
で
教
材
を
使
う

な
か
で
多
様
な
活
用
法
が

生
ま
れ
、本
校
な
ら
で
は
の

ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
く

れ
れ
ば
」と
話
し
て
い
る
。

教
え
あ
い
生
ま
れ

自
主
学
習
も
充
実

難
問
に
挑
戦
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
く

進
度
表
と
賞
状
で

自
主
学
習
を
支
援

２
年
間
の
実
践
で

学
力
が
大
き
く
向
上

「アイテム」の探究問題に取り組む子どもたち。
難問に取り組むことで本気になれる。

算数科の指導改善と学力向上の成果を受け、
今年は国語科の研究に取り組んでいる。

4年生の習熟別クラスでは、「アイテム」の問題を使って既習内容の定着を図っていた。

異年齢集団の学びあいで自律性を育成

　上越市立大手町小学校では、「探究力」や「論理的思考力」など６
つの資質・能力の育成に重点を置いた教育課程を創造している。こ
のうち「自律性」を育む実践の一環として、「なかよし班」（異年齢集
団）で「アイテム」を使った学習活動を行っている。
　従来は行事や清掃などが中心だった「なかよし班」活動の新たな
取組として、2年前から開始した。全校を36班に分け、1人の教員が
2班を担当して集団での学びあいや教えあいを支援する。

　子どもたちは各学年の「アイテム」から取り組みたい問題を自主
的に選ぶ。「高学年は復習や苦手分野、低学年はいま勉強している
内容が中心。先取りで九九を学ぼうとする子もいます」（松岡貴徳
教頭）。解き終わると上級生に丸付けをしてもらったり、わからない
ところを教えてもらったりして学びあう。
　3、4年生も下級生に積極的に教える姿が見られるほか、解き方
を教えるだけでなく、自ら問題をつくって下級生に示す子どももい
る。塚田賢校長は、「難しい内容は『アイテム』の解説を見て考え方
を確認し、自分も学び直した上で伝え方を工夫しています。思考力
を育てるこの教材が、子ども同士の学びあいを引き出していると

じます」「普段のクラスでは友だちに教える経験のなかった子も、
この学習形態なら下級生に教えることができ、『ありがとう』と言っ
てもらえると自己有用感を得られます。一人一人に活躍の場ができ
たことが大きな効果」と分析する。
　教えあいや学びあいにより、学年の枠を越えて相手を思いやる
気持ちを育むことが「なかよし学習」のねらいでもある。「学力だけ
でなく社会性の育成という点でも、この実践には手応えを感じてい
ます」と話す。

自己有用感を得る場を
どの子にも

筑波大学附属小学校・算数研究部アイテムに込めた想い

森本隆史 教諭 中田寿幸 教諭 山本良和 教諭 夏坂哲志 教諭 盛山隆雄 教諭 大野 桂 教諭 田中博史 前副校長

新学習指導要領の目指す
方向性にも一致した教材
　「アイテム」は、筑波大学附属小学校算数
研究部がこれまでの実践や経験から、子ど
もの一人ひとりの成長に寄与することを願
ってつくった教材です。子どもたち自らが
活動を通して、知識や技能を獲得してほし
い。そして、それを役立つものにしてほし
い。こうした願いは、新学習指導要領が目
指す方向性とも一致しています。

Point 1
学びに向かう力を
培える教材
　「わかる喜び」「考える楽しさ」を育むとい
う創刊のコンセプトに加え、人の意見を聞
き、自ら考え、積極的に意見を伝えるといっ
た意欲・態度の向上もこの教材に託しまし
た。筋道を立てて考え、表現する力を育てる
内容に力を入れ、数理的処理のよさに気づ
き、自らの生活や学習に活用する「学びに
向かう力」を培える教材です。

Point 2
見方・考え方を獲得できる
ページ構成
　新学習指導要領では、「見方・考え方」を
働かせることで、教科の目標に迫る授業づ
くりが求められています。「アイテム」でもこ
れに対応して、従来の「活用」ページを「見
方・考え方を広げよう」にリニューアルしま
した。子どもたちが学習したことを生かし
ながら、筋道を立てて考え、表現できるよう
工夫しています。

Point 3

主体性と学びあいを引き出す授業づくり
教材「アイテム算数」を活用して


